
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与謝地方ＰＴＡ連絡協議会 様 

 

 

 

丹後教育局 社会教育広報紙 平成 29 年度第１号（通算 52 号） 平成 29 年６月 30 日 

 TEL0772-22-2175(代表) 0772-22-4504(社会教育担当) FAX 0772-22-0479 HP  http://www.kyoto-be.ne.jp/tango-k/ 

                  

京都府丹後教育局

のホームページも

ご覧ください 

             府薬務課 

 「薬物乱用根絶の取組について」 

＜参加者の感想＞ 

   近年、身近になっている薬物の問題について、まず、 

保護者が知る必要があると思いました。子どもとの関

係性や居場所づくりも良いものにしていかなければ

と思いました。 

丹後ＰＴＡ指導者研修会 
平成 29 年５月 28 日(日)、アグリセンター大宮にて、管内公立幼稚園・こども園、小・中学校及び府立学校

のＰＴＡ役員や関係者の方々の参加により開催しました。  

子どもたちの健やかな成長のためには、家庭・学校・地域社会の温かなつながりが大切であり、その要として

の役割を担っていただいているのがＰＴＡです。今年度も充実した活動の推進をよろしくお願いします。 

京都府立久美浜高等学校ＰＴＡ 様 

 

 

 

 

 

 
約 230 名 

の参加 

「広報紙『かけはし』でつながるＰＴＡ活動」 

 

「ＰＴＡ活動でｅｎｊｏｙ！！」 

 

「社会的親という環境づくり 
―あなたの出番ですー」 

 
～講演での学びから～ 

★できないことは、楽しい（挑戦する楽しみがある） 

★違うから関係が生まれる。違いを生かし合える社会に 

★斜めの関係性である“社会的親”の存在が必要 

★社会的親としてできること…話を聴くだけでも良い 

 

～家庭でできる 
薬物乱用防止対策から～ 

★家族全員で食事をとる 

★子どもを一人にしすぎない 

★自尊感情を育てる 

★見捨てない、あきらめない 

 

＜参加者の感想＞ 

・親の活力が子の活力になると感じました。 

・私もＰＴＡ活動を楽しみたいと思いました。 

・地域の宝である学校を守り、活性化させていく気持

ちが強く、うれしかったです。 

＜参加者の感想＞ 

・声のかけ方一つで、子どもの豊かさにつながっていく。

ＰＴＡとして親として、とても考えさせられました。 

・支え合える社会のために、自分にもできることがある 

と思いました。 

～つながりを大切にした 

伝統ある実践～ 

★広報紙が子どもたちの笑

顔や充実したＰＴＡ活動

の支えに 

★地域と連携した「書き損じ

はがき回収」（府ＰＴＡ事業） 
＜参加者の感想＞ 

・学校を越えた地域をつなぐ活動に感心しました。 

・役員の皆さんのチームワークの良さで、いろいろな

活動ができると思いました。 （４年連続府内トップ）  

・書き損じはがき回収の多さに感動しました。 

～H28 優良ＰＴＡ文部科学 

大臣表彰受賞の実践～ 

★第１は、子どもたちのために 

★親も楽しむ 

★学校・地域と共に 

★｢いか～で久美高｣を合言葉

に、つながる工夫 

 

 

 
 

関西大学 杉本厚夫 教授 

  



 

 

丹 後 はぐ くみフ ェ ス テ ィ バ ル を今年度も開催いたします!! 

日時：９月 30 日(土)13：00～16：30   場所：野田川わーくぱる 他 

 

 

 

 

※本賞は、日頃から地域における子どもの読書活動を推進する優れた活動を実践しておられる団体等に送られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「同和問題と人権」（28 分） 

２ 「見上げた青い空」（34 分） 

３ 「社会福祉施設等における人権 私たちの声が聴こえますか」（35 分） 

４ 「桃色のクレヨン」（28 分） 

５ 「未来への虹」（30 分） 

６ 見てから考えよう ショート劇場（16 分） 

７ 「ひとみ輝くとき」（35 分） 

８ 「クリームパン」（36 分） 

９ 「ハードル」（90 分） 

10 「私たちの人権宣言 転校生はおばあちゃん」（35 分） 

11 「声を聞かせて」（40 分） 

12 「あなたに伝えたいこと」（36 分） 

13～16 「シリーズ映像でみる人権の歴史」 第１～ 第４巻 

 

丹後教育局では、人権啓発用の視聴

覚教材の貸出しを行っています。授業

や研修会等で、ぜひ御活用ください。 

 

また、京都府教育委員会でも視聴覚

教材の貸出しを行っています。約1000

本のビデオ等を所蔵しています。 

くわしくは、視聴覚ライブラリー 

京都府教育委員会 検索 又は、 

http://www.kyoto-be.ne.jp/syakyou/c

ms/?page_id=35 をご覧ください。 

 

＜団体紹介＞ 
平成11年２月の設立当初か

ら、町内の公民館等で読み聞

かせを実施。 

図書館までが遠く、子ども

たちだけでは利用が難しい等

の実情に配慮しながら、子ど

もたちはもちろん大人も楽し

める地域に根ざした積極的な

活動を継続されています。 

 

 

 

 ～活動の一部を紹介します～ 
★図書館で行われる「冬のおはなし会」での、

パネルシアターや自作の光る大型紙芝居の

上演など、子どもたちが本の世界を楽しめ 

るよう工夫した活動 

★地域の保育所、幼稚園や小・中学校、子育て

支援センターや福祉施設等での読み聞かせ 

★技術向上のための自主勉強会の実施  など 

 

子どもたちの読書活動推進に向け、管内各地域でボランティアの皆様に御尽力いただいてい

ますが、この度、丹後町絵本読みきかせボランティアの会の皆様が、平成 29 年度子どもの読書

活動優秀実践団体文部科学大臣表彰を受賞されました。 

 

本通信は、今年度は、年間４回の発行を予定しています。社会教育事業に関わる情報をより焦点化してお

伝えします。社会総がかりで子どもたちの健やかな成長を支えていくために御活用いただけますと幸いです。 

【次号】通信第２号：平成 29 年９月発行予定 

    当局主催の「子どものための地域連携事業」や「防災キャンプ」等について紹介する予定です。 

 

 
多数のご参加を 

お願いします。 

http://www.kyoto-be.ne.jp/syakyou/cms/?page_id=35
http://www.kyoto-be.ne.jp/syakyou/cms/?page_id=35

